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終点換算法とその応用
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関ethodof end point conversion 

and its applications 

Hitoshi N AGA Y A 

We introduce method of end point conversion. Combining this method with the methods of 

middle point conversion and initial point conversion， we give sorne applications of thern. 

序 文

本研究報告A. 前号制019) における 11頁~20頁の小

論 1)を [T]て、表わすことにする。

[T]では， ~ 1において標準カウス分布の一つの応用

であり，かつまた つの換算法であるところの偏差値の

解説とそれに関する私見を述べた。~ 2では折れ線換算

法Crnethodof broken line conversion)の導入とその応

用について論じ， ~ 3では中点換算法 Crnethodof rnid-

dle point conv巴rsion)，そして S4では始点換算法Crneth-

od of initial point conversion)のそれぞれの導入とその

応用について論じた。

小論では， S 1で終点換算法 Crnethodof end point 

conversion)の導入とその応用について論ずる。

一方， [T]におけるその一部分の改更を表1として S2 

に記す。

また S3では，中点換算法@始点換算法@終点換算法

の三種類の換算法の応用として， [T] ~ 3応用 2と類似

の問題について論ずる。

“統計"の名の下て、行われ易い“ウソをつく1) 2)こと

を防ぐために役立てば幸いである。

~ 1 終点換算法

z 小数部分が有限の数で，符号の正負を問わなL、。

このようなzを有限値扱うことにする。

f( x) : xの個数。

~f( x)=N:着目している zの総個数o
z 

L=(aJ-1， aj)二{t laJ-1< t壬aj}とする。ただ

し，aj=a.i-l十 c，c>O， 1~五 J 豆 γ とする。

x X E Lのとき x二日J とする。 即ち xが属す

る区間 Lの終点を表わす。

E:xの算術平均。

E xの算術平均。この Eをzの単純平均というこ
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E-c<E三五 E

即ち， Eは E-c より大，かっ E 以下であり， EとE

の違いはc未満である。

(証明) xの定義により

o ~三 x-x<c.

。豆 ~f( x)( x -x)くc~f(x)=cN ， 

O 壬 (~fx)( x -x ))/N< c， 

llPち， (E，E)を得る。 C了〉

定義 ψ:工戸→工は単調増加函数であるから，一

つの換算である。この¢による換算法を終点換算法とい

うことにする。

応用切り上げ法

小数部分が有限の数を有限個扱うことにする。 zの小

数点以下第h位， k;;;: 1，の数およびそれより右側にあ

る端数を切り捨てて，さらに小数点以下第 Ckー 1)位

の数字に 1を加えて得られる数値の算術平均をE-kとす

オ'1，工，

。三五 E_k-E<10-(k-1I， k 主主 l 

となる。

一方，整数部分の第10k位，k詮 0，以下の整数部分

(キ 0)をすべて Oで書き直し，さらに第10k+1位の数

字に lを加えて出来た整数値の算術平均をEkで表わせば，

o ~玉 E k -E<10k+ 1 ， kミ 0，

となる。

共に式 (E，E) より得られることは見易い。

S 2 [r]の改更

P.11 R↑30 : 11頁の右の列の下から30行自を表わす。
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P.l6 L↓8 : 16頁の左の列の上から 8行目を表わす。

表 1

訂正又は補充すべき [T]の部分

P.1lR↑30 ん(It)={f(x)Ix E It} 

改 更

i f 1(ぬ)={fl(X)I x E h} 

分

P.12R ↑ 6~ ↑ 1 

のグラフを，横軸方向にμだけ平行移動した上! のグラフを，横軸方向にσ倍し，かつ縦軸方向を1/σ 倍

で，さらに横軸方向にσ倍し，かつ縦軸方向を iしてから，さらに横軸方向にμだけ平行移動して得られ

1/σ 倍して得られる〔図甲〕。またN(μ，σ2)の I

る(図申〉。またN(μ ，62)の分布函数G(a;μ，σ2)の
分布函数G(a;μ，62) のグラフは， N(0， 1) のj
分布函数O(x)のグラフを横軸方向にμだけ平 jグラフは， NCO， 1)の分布函数O(x)のグラフを横軸

行移動した上で，さらに横軸方向にσ倍して得 j方向にσ倍し，さらに横軸方向にμだけ平行移動して得

られる。 られる。

P.13L↑21 ~ 

erf x = erfc x =~ユ= I e-t' dt 
旬 π.10

ぽ fz=1gfc z=JL lze-tzdt 
旬7r.10 

P.l6 L↓8， L↓9， R↑17 

関数
函 数

P.20 R↓16 違いはcを越えない。違いはc未満である。

R↓30 0< E 立k<10k+1， k孟 o 0壬E-Ek<10k+l，k孟 O

R↑8 出版会。 出版会。昭和56年。

R↑6 伊 国 屋 書 盾 。 伊 国 屋 書庖。昭和56年。
寸-一.白-寸島一 一

R↑4 東洋経済新報社。東東洋経済 新 報 社o 昭和昨。 1
-一一一一一一一一 ............1 

R↑2 講談社。:講談社。昭和59年，第31刷。 I

~ 3 三種類の換算法の応用

ある企業における従業員の某月の家計に関するアンケ

ートの結果の一部を表2.1~表2.3のようにまとめた。

x 単位は万円で oまたは黒字または赤字の金額の

数値とする。

黒字の場合は正の値，赤字の場合は負の値で表わす。

f( x) : xに対応する人数。

2:f( x) =N : TiPち，総人数。

f (j -1， j， x):開区間(j-1，j)に属する各zの人

数，即ち j-1<x<j をみたすzの人数を表わす。

7(j -1， j )を次で定義する。

T (j -1， j ) = 2: f (j -1， j， x)....・H ・-一…(f)
j-l<x<J 

即ち，開区間 (j-l， j)に属する z全体に対応す

る人数の和を表わす。

E:金額の数値Zの単純平均。

*E 金額の数値zの表2.1による算術平均。即ち，中

点換算法を修正した換算による換算値の算術平均 C[T]

~ 3応用 2)。

E:金額の数値Zに対して表2.2を利用したときの

算術平均，即ち，始点換算法による換算値の算術平均

E 金額の数値I に対して表 2.3を利用したときの

算術平均，即ち，終点換算法による換算値の算術平均。

応用 1 次の問題は[T]~ 3応用 2に呼応するもの

である。

問題(P) 上の記号の下で， *E，EまたはEにより， E 

のことがどの程度分かるか?

黒字の人，赤字の人がそれぞれ少なくとも 1人は居る。

このアンダーラインの部分が満たされているものとし

て論ずる。

N=苧(x)=手(f(j-1) +汽j-l，j)) ・ CN)

EN=2:((j -l)f(j -1)十2:x f(j-1，j，x)). 
j-l<X<J 

*EN=2:(j-0.5)(f(j-1)+f (j-1，j)) 

百N=2:(j-l)(f(j -1) + f(jー1， j)). 

EN=2:((j-1)f(j-1)+j!U-1， j)). 

し力ミるtこ，

j-1<x<1特ー0.5<j-0.5-x <0.5 
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金額または
数 中 占 始 占、 終 点人

その区間

黒
. . . 

…. j +0.5 ・・・・・ 一…・・・・1・
f f(j) 

.......• J・
j-1く工くi f(j-1，j) 

.. j -1・・・ ・・-… j -0.5・…
f 1 f(j 

-・…・ j-1 …・・

..................... ..................... 
2 f( 2) 

……… 2…・
1<x<2 f(1，2) 

..1 ・・・・-・・・・・・・1.5 ・・・，十~ 

l f(l) 
1・・

O<x<l 1(0，1) 
一一一 .0・H一・・・…0.5・.... 

。 f( 0) 
………。…・

-1< x < 0 尺-1，0) 
"-1 ・・・・..-0.5・

1 f( -1) 
"-1・…-赤

2< x <-1 1( -2， -1) 
…一一 2..・......-1.5 ...… 

2 f(ー 2)
'-2… 

-3< x <-2 fl-2， -3) 
.-3…・日一2目5・・…-

3 f(-3) 
'-3…・

p十Aー，

表2.1 表2.2 表2.3

<手長忍〈j(j-05-z)f(j-l，j)

同様にして，次を得る。しかし，これは~ 1の定理に

おいて c=lの場合であることに着目すれば，直ちに得

られる。
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<0.5X手長忍〈/(j-l，jJ)，

ゆえに式(f)と式(N)により，

-0.5N<~ ~ (j-0.5-x)汽j-1，j)<0.5N，
J j-l:三x<J
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E-1<E孟E. ….......... … ・・ …・(E) 

i.e. -0 . 5 < * E -E < 0 . 5， 

i.e. E-0.5<本 E<E+0.5，

i.e. *E-0.5<E<*E+0.5…....・ H ・...(事E)

これ等は， [TH 3応用 2の解答を再確認したことに

なる。

同様にして，次を得る:

-1<立-E孟 0，

E-1<E孟E，

E豆E<E+l. ・…・・・・・…・・・ -一・・・・・…(E)

また*E，EおよびEの定義により次を得る:

-0.5<*E-E孟0.5 ..........・ H ・......・ H ・C*，~) 

-0.5< E一場E孟0.5 ......…...・ H ・-…・ Ĉ ，*) 

0壬E-E話 1 ・…..…...・ H ・-・…… Ĉ ，~) 

以上のことから，問題CP)に答えることが出来る。

CP)の解答 本E，EまたはEにより， Eのことが，

それぞれ式(*E)，式(E)または式CE)の程度に分かる。

応用 2 

(1) *E， EおよびEの相互の関係は式C*，~)，式
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(̂， *)および式(I¥， ~)の程度に分かる。

(2) 経営者の中にはEを好む人達がし、るかも知れなし、。

一方，従業員側の中には立を好む人達がいるかも知れな

い。前者と後者が同時にそれぞれEとEを利用したとき，

双方の金額の違いは式(^， ~)の程度である。即ち，そ

の違いは 1万円以下である。

追記

校正刷を閲読して，種々注意を寄せられた同僚の橋本

有司氏に感謝の意を表する。

彬
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